
幻に終わったヘレンケラー女史の保木野訪問  

児玉温故会は、現在の遺徳顕彰会と同じく、昭和初期に児玉女学校を中心に活躍していた会です。その活躍した
会報誌の第参号をご紹介します。内容はヘレンケラー女史を迎える準備のことが書かれています。 
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ン
ケ
ラ
ー
女
史
が
我
国

へ
来
訪
す
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と
決
定
す
る
や
県
観
光
協

会
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は
盲
聖
塙
検
校
の
生
誕
地
を
有
す

る
我
県
へ
来
県
な
す
様
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運
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を
は
じ

め
た
。
川
西
知
事
の
義
兄
三
谷
参
事
官

も
女
史
と
同
船
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へ
来
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あ
っ
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史
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史
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立
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割
当
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で
委
員
会
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成
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れ
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あ
る
。
四
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廿
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玉
女
学
校
に
谷
矢
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め
郡
内

の
歓
迎
委
員
が
集
ま
り
女
史
来
郡
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方

万
端
の
準
備
を
な
す
。

そ
の
翌
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は
．
ケ
ラ
ー
女
史
来
訪
の
準

備
と
時
間
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正
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に
は
か
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為
原
泰
一

氏
外
二
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商
工
主
事
村
上
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県
観
光

協
会
主
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今
尾
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が
午
後
四
時
雨
中
を

侵
し
て
や
っ
て
来
た
。
歓
迎
委
員
は
保

木
野
に
こ
れ
を
出
迎
へ
な
し
て
種
々
打

合
わ
せ
を
な
し
、
四
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廿
六
日
谷
失
足

立
両
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自
分
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出
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し
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ケ
ラ
ー
女

史
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迎
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打
合
会
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開
い
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そ
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結

果
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距
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遠
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を
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っ
て
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墳
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は
代
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、
女
史
は
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和
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て
講
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な
す
こ
と
と
な
っ
た
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小
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篤
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史
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史
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史
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る
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。
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検
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児
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の
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と
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家
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和
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埼
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午
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時
半
到
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し

た
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午
後
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時
定
刻
に
は
会
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の
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は

約
一
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五
千
人
の
人
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立
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の
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地
な

き
超
満
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で
、
壇
上
に
は
日
米
の
国
旗

が
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げ
ら
れ
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あ
っ
て
本
庄
中
学
吉
川

教
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の
検
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に
書
を
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ず
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油
絵
も
か
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。
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迎
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小
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の
ケ
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紹
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の
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約
一
時
間

あ
っ
て
、
の
ち
、
知
事
官
舎
で
休
憩
な

し
た
ケ
ラ
ー
女
史
と
女
秘
書
ト
ム
ソ
ン

女
史
は
満
面
に
笑
を
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へ
花
束
を
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か
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て
、
壇
上
に
の
ぼ
っ
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、
そ
し
て

川
西
歓
迎
委
員
長
の
歓
迎
の
辞
に
つ

い
で
、
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史
と
ト
ム
ソ
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史
と
通
訳
の

岩
橋
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は
壇
上
に
並
び
約
四
十
五
分
間

の
講
話
が
あ
っ
た
。
指
話
法
を
用
ひ
て
、

た
へ
ず
指
を
は
た
ら
か
せ
て
対
者
の
掌

を
う
て
ば
秘
書
は
こ
れ
を
英
語
で
の
べ
、

女
史
は
こ
れ
を
読
唇
術
で
唇
と
喉
に
手

を
あ
て
て
微
妙
な
う
ご
き
の
う
ち
に
触

覚
を
は
た
ら
か
せ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
岩

橋
氏
は
話
の
き
れ
目
毎
に
こ
れ
を
訳
し

て
ゐ
た
。
女
史
は
幼
時
の
勉
学
の
苦
心
を

の
べ
、
封
者
と
独
特
の
会
話
法
を
会
得
な

し
た
こ
と
を
の
べ
、
先
生
の
徳
は
水
の
流

る
ゝ
如
く
爽
や
か
で
あ
る
と
の
べ
、
盲
目

は
不
孝
で
な
く
、
徳
な
き
も
の
が
不
孝
な

る
こ
と
を
の
べ
て
、
人
類
愛
の
道
徳
を
の

べ
た
。
満
堂
を
ゆ
る
が
す
拍
手
の
う
ち
に

講
演
を
を
は
り
の
ち
、
さ
し
ま
ね
か
れ

て
、
塙
先
生
第
五
代
目
の
孫
た
る
荻
野
武

平
氏
夫
妻
長
女
セ
キ
子
さ
ん
は
、
女
史
と

ト
ム
ソ
ン
女
史
に
握
手
さ
れ
、
頭
か
ら
胸

ま
で
さ
は
ら
れ
て
血
統
を
通
じ
て
両
盲

聖
の
握
手
を
見
る
の
観
が
あ
っ
た
。

【
金
鑚
生
記
】

出
典
「
児
玉
温
故
会
々
報

第
参
号
」

昭
和
１
２
年
９
月
１
５
日
発
行
「
ヘ
レ

ン
ケ
ラ
ー
女
史
歓
迎
記
」
よ
り
（
抄
）

平成２２年６月１２日（土）に総会がありました 

 総検校塙保己一先生遺徳顕

彰会は、６月１２日に総会を開

催し、平成２１年度事業計画、

決算報告及び平成２２年度事

業計画、予算等をご審議いただ

き満場一致でご承認いただき

ました。なおこの事業計画によ

り事業を進めてまいります。

当日は、総会に引き続き、「マンガ塙保己一」

の原作者の花井泰子先生による総会記念講演

「塙保己一・子どもたちに伝えたいこと」が行

われました。

 塙保己一の偉業を子どもに伝えることの大切

さをご講演いただき大変感銘を受けました。

また、総会終了後には、原作者の花井泰子先

生と漫画家しいやみつなり先生のサイン会も行

われました。

本庄市塙保己一記念館にある資料紹介 

（６）群書類従 和綴じ本

 塙先生は貴重な書物が秘蔵され、散逸し

てしまうことを危惧し、４１年の歳月と多

額の費用をかけて「群書類従」（ぐんしょる

いじゅう）を編纂（へんさん）し、木版印

刷で出版しました。塙保己一記念館には、

群書類従の和綴じ本が棚に展示されていま

す。

 版木は渋谷区の温故学会に保存され、現

在でも刷り立てできます。

 本庄市では、群書類従の中から「１７か

条憲法」と「竹取物語（かぐや姫）」の版木

レプリカを作成し、啓発イベントなどに活

用しています。



顕彰会の会員を募集しています 

 総検校塙保己一先生遺徳顕彰会は、塙保己一先生の遺徳を 

顕彰し、幅広い啓発活動を行っています。まだ継続手続きを 

されていない方は会費の納入をお早めにお願いいたします。 

 また、会員の皆様も、お知り合いの方をご紹介していただ 

きますようお願いいたします。 

 年会費

  個人会員 一口 千円、 賛助会員（団体） 一口 一万円

 入会と会費納入の受付場所

  本庄市生涯学習課（中央公民館）と本庄市児玉文化会館（セルディ）で受け付けています。

  本庄市役所４階文化財保護課と児玉総合支所２階総務課では、平日にお預かりします。

※ 郵便振替でも申し込みできます。

ご寄付のお願い 

 遺徳顕彰会は会員の皆様の会費により推進されておりますが、またご寄付も募っております。

設立以後、徐々にご寄付も増えておりますが、今後もよろしくお願いします。

会員数をお知らせします 

平成１９年度末会員数 平成２０年度末会員数 平成２１年度末会員数 

個人会員    ９２３人    ７４２人    ６６７人 

賛助会員（団体）     ３３団体     ４３団体     ４４団体 

 平成２１年度末の会員数は、個人会員６６７人、賛助会員４４団体です。 

残念ながら、会員数は毎年減少し続けています。平成２２年度は塙先生の業績を啓発して新規会 

員を増やしたいと思いますので、会員の皆様のご協力をお願いいたします。 

 総検校塙保己一先生遺徳顕彰会のホームページ 

   http://www.hanawahokiichi.org/

編集後記 

暑い日が続く毎日続きますが、会員の皆

様はいかがお過ごしでしょうか。特に今年

の夏は一段と暑い日と感じます。事務局も

一丸となって顕彰事業に取り組んでまいり

たいと思いますので会員の皆様のご協力を

お願いいたします。

 発 行  総検校塙保己一先生遺徳顕彰会 

 事務局 本庄市教育委員会 生涯学習課

    本庄市児玉文化会館（セルディ）内

 所在地 ３６７－０２１６

     埼玉県本庄市児玉町金屋７２８－２

 電 話 ０４９５－７２－８８５１

 ＦＡＸ ０４９５－７２－８８５４

 そうけんぎょう はなわ ほきいち  せんせい いとくけんしょうかい 

 総検校塙保己一先生遺徳顕彰会 会報誌
第８号 平成２２年９月発行

総検校塙保己一先生遺徳顕彰会 総会記念講演「塙保己一・子どもたちに伝えたいこと」

 講師「マンガ塙保己一」原作者 花井泰子先生

ごあいさつ

 総検校塙保己一先生遺徳顕彰会は、６月１２日に総会を開催し事業計画、予算等を

ご審議していただき皆様のご協力によりご承認していただきました。

この事業計画により事業を進めてまいりますが、会員の減少が進んでおります。顕

彰会といたしましても事業部会を中心に会員数の増加などについて検討をしており

ますが、会員の皆様には、今後も引き続き顕彰会へのご協力をお願いいたします。

今後、総検校塙保己一先生遺徳顕彰会では、塙保己一先生の命日である９月１２日

に塙先生の遺徳を偲ぶ遺徳顕彰祭の実施や１２月１８日の埼玉県塙保己一賞の表彰

式にご協力させていただきます。顕彰祭では記念講演として講談師の宝井馬琴師匠を

招きご講談を予定しておりますので、大勢の皆様のご来場をお待ちしております。

総検校塙保己一先生遺徳顕彰会 

会 長 吉 田 信 解


